
定例記者発表次第 

日時／令和７年 11月 14日（金） 

  10時 30分 開始予定 

会場／矢板市役所 第一委員会室 

１ 開会 

２ 記者発表案件 

（１） 「やいた花火大会 2025」の開催について（商工観光課）

（２） 市公式 LINEでのクマ出没アラート機能の実装について（秘書広報課）

３ 質疑応答 

４ 提供案件 

（１）「U-12 BURNING FES IN YAITA for Girls Basketball」開催について

（総合政策課） 

（２）「やいたの四季観光写真コンテスト」入賞作品を活用したカレンダーの販売につ

いて（秘書広報課）

（３）令和７年度矢板市障がい者週間のつどいの開催について（社会福祉課）

（４）矢板市防災協力事業所登録制度について（生活環境課）

（５）「災害時炊き出しセット」寄贈式について（生活環境課）

（６）矢板市地域おこし協力隊（林業振興）員の着任について（農林課）

（７）「矢板駅前イルミネーション」の実施について（商工観光課）

（８）片岡駅前イルミネーション点灯式の開催について（生涯学習課）

（９）矢板市立図書館 11・12月イベントについて（生涯学習課）

５ その他 

６ 閉会 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

記者発表予定  令和７年 12月 12日（金）11時 00分～ 第一委員会室



記者発表資料 

 

  令和７年 11月 14日（金）発表・提供 

件  名 「やいた花火大会 2025」の開催について 

１ 日時 令和７年 12月 13日（土）※荒天時翌日に順延 

２ 会場 矢板市城の湯やすらぎの里 

３ 主催 やいた花火大会実行委員会 

後援 矢板市・（一社）矢板市観光協会・（株）下野新聞社・矢板市区長会・（一

社）たかはらさくら青年会議所・矢板市婦人会・JAしおのや・ 

矢板市商工会（青年部、女性部含む） 予定 

４ 開催の趣旨 

「市民力」具現化による地域社会の活性化 

５ 内容 

  17：30～18：00 花火打上 花火は 5,000 発を打上予定。 

 16：00 から城の湯やすらぎの里駐車場において飲食店等の出店を行います。 

 

協賛金額に応じて、以下のとおり駐車券等を配布いたします。 

■一般協賛者（10,000 円以上） 

協賛金額に応じた枚数の駐車券を配布いたします。駐車場は会場近隣に確保

しております。※シャトルバスの送迎はありません。 

■特別協賛者（100,000 円以上） 

特別駐車場の駐車券を配布いたします。特別駐車場は会場近隣に確保し、  

そこから会場付近までシャトルバスにて送迎いたします。 

会場には、特別観覧エリア席を御用意しております。 

また、城の湯やすらぎの里入浴券も配布いたします。 

６ 参加対象 どなたでも参加可能 

７ 交通規制等 詳細はＨＰで御確認ください。 https://yaita.info/_hanabi/ 

８ 問い合わせ先 

  やいた花火大会実行委員会（矢板市商工会内） 

TEL：0287-43-1755、0287-43-0272 

担 当 課 ・ 担 当 名 やいた花火大会実行委員会（矢板市商工会内） 

電  話  番  号 0287-43-1755 内線電話番号  

 



様式第 2 号 

記者発表資料 

                   

令和７年 11 月 14 日（金）発表・提供 

件  名 市公式 LINE でのクマ出没アラート機能の実装について 

（説明文） 

 全国で相次ぐ市街地周辺を含めたクマ出没事案に鑑み、市内でクマの目撃情報が

あった際にいち早く必要な情報を市民に届けるため、市公式 LINE の機能を活用し

たクマ出没アラートをリリースするので、発表します。 

 

１ 目的（趣旨） 

  クマ出没情報の市民への速やかな情報提供を通して、自衛行動を促し、市民の

被害回避につなげる。 

２ リリース日時 

  令和７年 11 月 14 日（金）12：00 

３ 内容 

  専用の配信システム等による作業を要しないため、より迅速に市民に対してク

マ出没の情報を提供することができる。 

  配信内容は、出没地点のほか、目撃日時、体長、頭数等の短いテキストのみ。 

４ 市民の手続き 

  市公式 LINE 上で、受信登録の設定が必要。 

  （防災メールでの配信は継続。従来の方法による LINE 配信もしばらく継続） 

５ その他 

  費用：既存のサービスの範囲内であり、市の費用負担（増額）はなし。 

 

※提供資料の有無：有（別添のとおり）・無 

担 当 課 ・ 担 当 名 秘書広報課 

電  話  番  号 0287-43-3764 内線電話番号 1310 

 



様式第 6 号 

記者発表資料 

                   

    令和７年  11 月 14 日（ 金 ）発表・提供 

件  名 「U-12 BURNING FES IN YAITA for Girls Basketball」開催について 

1 日時 

令和７年 11 月 22 日（土）10 時 00 分から 

２ 場所 

矢板中央高校体育館（矢板市扇町 2 丁目 1519 番地） 

３ 主催 

主催：U-12 BURNING FES IN YAITA for Girls Basketball 実行委員 

事務局：矢板市地域おこし協力隊 坂和 

協賛：エゴザル／株式会社ミカサ／CentralArrows／masakayaita／矢板中央高校女子バスケ

ットボール部（順不同） 

協力：矢板中央高校女子バスケットボール部／矢板市バスケットボール協会 

４ 開催の趣旨 

 矢板市の新たなスポーツ交流イベントとして、高校トップレベル女子バスケットボール(矢

板中央高校女子バスケットボール部)×女子ミニバス交流大会を企画致しました。このイベン

トは矢板中央高校女子バスケットボール部という矢板市の誇りとなる強豪チームを核にし

て、市内外のミニバスケットボールチームとの交流を通じて、スポーツにおける交流人口創

出並びに地域活性化を同時に実現する取り組みです。 

５ 内容 

①矢板市中央高校女子バスケットボール部試合観戦 

(U18 日清食品ブロックリーグ VS 鵠沼高校) 

②試合出場選手(矢板中央高校女子バスケットボール部並びに鵠沼高校女子バスケットボー

ル部)によるバスケ教室 

③女子ミニバス大会開催 

６ 参加対象 

小学 6 年生以下で構成されている市外女子ミニバス 6 チーム 

(石橋シューターズ、ホワイトウイングスミニバスケットボールスポーツ少年団、

SAKURA GF、五代新田 MBC、瑞穂台ミニバス女子、大田原城山女子) 

７ 参加人数 

約 70 名 



８ 備考 

 

担 当 課 ・ 担 当 名 総合政策課 地域おこし協力隊 

電  話  番  号 0287‐43‐1112 内線電話番号  

 



様式第 8 号 

記者発表資料 

  令和７年 11 月 14 日（金）発表・提供 

件  名 
「やいたの四季観光写真コンテスト」入賞作品を活用したカレンダ

ーの販売について 

「やいたの四季観光写真コンテスト」入賞作品を活用してカレンダーを作成し、

販売いたします。また、令和７年 12 月 26 日（金）まで、「第 44 回やいたの四季

観光写真コンテスト」の作品も募集しておりますので、ご応募お待ちしております。 

１ 目的 

矢板市内の四季折々の名所や観光行事などを撮影した「やいたの四季観光写真コ

ンテスト」の入賞作品を活用し、矢板市の魅力発信を図るとともに写真コンテスト

の継続的な開催につなげていく。 

２ 内容 

「やいたの四季 CALENDAR 2026」 

令和８年１月１日（木）～令和８年 12 月 31 日（木）までのカレンダー 

３ 規格 

A4 サイズ中綴じ 16 ページ 

４ 発行部数 

300 部 

５ 販売金額・販売場所 

１部 500 円（税込） 

城の湯やすらぎの里・道の駅やいた・矢板温泉 まことの湯 

６ 販売元・作成 

矢板市観光協会（0287-47-4252） 

※提供資料の有無：有（別添のとおり）・無 

担 当 課 ・ 担 当 名 秘書広報課 秘書広報担当 

電  話  番  号 0287-43-3764 内線電話番号 1320 



令和７年 12 月 26 日（金）
市内の観光名所・イベントなど、矢板とわかる場所の四季折々の風景
矢板市　（一社）矢板市観光協会
矢板温泉まことの湯　58 ロハスクラブ　道の駅やいた　山の駅たかはら　

城の湯温泉センター　矢板市写真組合　（一社）矢板市観光協会

第44回

やいたの四季

観光写真
コ ン テ ス ト

Yaita in t he four seasons 
phot o cont est

応募締切
テーマ
主催・運営
協賛



1. テーマ
矢板市内の観光名所、そのほか矢板を特定できる場所
の四季折々の風景またはイベント風景
2. 応募規定
(1) 規格
・カラープリント光沢紙4つ切（ワイド4つ切可）
・A3またはA4（学生部門のみ可）
・デジタル写真（フィルム可）
※1000万画素以上・加工してある写真は審査対象外
(2) その他
・どなたでも応募できますが、人を特定できる写真で
応募する場合、事前に被写体本人の承諾を得た上で応
募して下さい。主催者は肖像権侵害等の責任は一切負
いかねます。
・応募作品数に上限はありませんが、未発表のものか
つ、令和３年度（2021年度）以降に撮影したものに限
ります。
・入賞作品の版権は主催者に帰属し、必要に応じてサ
イズを変更し、ポスターやカレンダーなどPRグッズと
して使用・販売します。
なお、入賞作品のデジタルデータまたはフィルムを提
出していただくため、審査発表時まで応募作品のデジ
タルデータまたはフィルムの保存（撮影した状態で元
データの保存）をお願いします。
・選外の応募作品を返却希望の方は、応募時に返送先
を記入し郵便切手を貼った封筒を同封するか、審査発
表から２ヶ月以内に矢板市観光協会まで取りに来てく
ださい。期間経過後の作品は、適切に処分させていた
だきます。
(3)応募方法
応募票（自作・コピー可）に必要事項を記入し、作品
の裏に貼付けて、矢板市写真組合または市秘書広報課、
矢板市観光協会に、郵送または持参してください。持
参する際は、事前に電話にてご確認ください。
4.応募期間
令和７年12月26日(金)
5.審査員
主催者および斎藤信昭氏

6.審査発表
令和８年２月中旬に応募者全員に通知します。
【表彰式】
令和８年３月頃 矢板武記念館
7.賞金・商品

※入賞は原則1人1点です。
※未成年者が受賞した場合は、商品券を贈呈します。
8.展示など
入賞作品は、各協賛施設などで展示するほか、各種媒体で紹介
します。
9.協賛
矢板温泉まことの湯・58ロハスクラブ・道の駅やいた
山の駅たかはら・城の湯温泉センター・矢板市写真組合
(一社)矢板市観光協会

第44回「やいたの四季」観光写真コンテスト
応募要項

お問い合わせ／
（⼀社）⽮板市観光協会
〒329-2144 栃木県矢板市川崎反町295 ☎0287-47-4252

✉info@yaita-kankou.com

矢板市写真組合加盟店 近藤カメラスタジオ ☎0287-43-0772
エマタカメラ店 ☎0287-43-0558
福島写真館 ☎0287-43-0517

建築・スポーツ・商品・イベント・人物など全
般を撮影
撮影ツアー・写真クラブ・公民館等カルチャー
教室・写真コンテストなど写真講師に携わる
文部科学省後援フォトマスター検定1級

斎藤信昭写真事務所 斎藤 信昭
（さいとうのぶあき／Nobuaki Saito ）

推　　薦 1点以内 賞状　賞金３万円
副賞

特　　選 ２点以内 賞状　賞金１万円
副賞

入　　選 ３点以内 賞状　賞金３千円
副賞

佳　　作 ５点以内 賞状　副賞

学
生
部
門

ユース賞
小学生・中学生・高校生・大学生等

３点以内 賞状　図書カード２千円
副賞

一
般
部
門

(ふりがな）

画題

撮影場所

撮影日

(ふりがな）

氏名

〒

TEL

肖像権許可

□学生部門にエントリーをします。
※学生部門にエントリーされる方はチェックを入れてください。

□　許可を得ました

年齢 歳

第44回「やいたの四季」観光写真コンテスト
応募総数／　　枚　　枚中

西暦　　　 　　年             月            日

住所





様式第 6 号 

記者発表資料 

                   

  令和７年 11 月 14 日（金）発表・提供 

件  名 令和７年度矢板市障がい者週間のつどいの開催について 

令和７年 12 月６日に障がいに対する理解と認識を深め、地域の中で安心して生

活できる社会を実現していくため、また、未来を担う子どもたちや地域住民におけ

る障がいへの理解・啓発を図るため「障がい者週間のつどい」を開催する。 

１ 日時     令和７年 12 月６日（土）午前 10 時 00 分から午後０時 30 分 

２ 場所     矢板市文化スポーツ複合施設 多機能ホール 

３ イベント名  ふれあいやいたフェスタ 

４ 主催     矢板市、自立支援協議会 

５ 協力     社会福祉協議会 

６ 出店     社会福祉法人たかはら学園、労働者協同組合ワーカーズコー 

プ・センター事業団矢板地域福祉事業所、一般社団法人さらさ、 

株式会社テトテ、株式会社 COCOCOLOR 

７ 内容     オープニングセレモニー 

          たかはら学園和太鼓クラブによる和太鼓演奏 

          矢っちゃれ隊によるよさこい演舞 

         体験 

          車いす体験、知的障がい体験、セラピードック体験・読書 

          犬体験、パラスポーツ（ボッチャ、ストラックアウト、バッ 

          コ―）体験 

         福祉事業所の作品展示・事業所紹介 

８ 参加対象   一般参加者  

９ 参加人数   200 名を予定 

10 備考     チラシを添付 

担 当 課 ・ 担 当 名 社会福祉課 障がい福祉担当 

電  話  番  号 0287-43-1116 

 



 

 

 

ふれあい♡やい

多機能ホール  

主催：矢板市・矢板市地域自立支援協議会 協力：矢板市社会福祉協議会 

問い合わせ：矢板市地域自立支援協議会事務局（矢板市社会福祉課） 

      TEL０２８７－４３－１１１６ 

12 月３日～９日は、障がい者週間です。 

障がいがある人もない人も笑顔で地域で暮らせるように、みんな

で障がいについて、知って、見て、体験できるイベントです。 

みなさんのご参加お待ちしています。 

障がいの体験 

 

パラスポーツ体験 

 

福祉事業所の出店 

 

福祉事業所の展示・紹介 

 

セラピードック体験・読書犬体験もできます 

・セラピードックとは、ふれあいを通して、人の心に寄り添い、心と体を健康に

導くお手伝いをする犬です。 

・読書犬体験は、安心感や自己肯定感が芽生え、自信につながる効果があると言

われています。 

「障がい者週間」のイベントを開催します！ 

～障がい者週間のつどい～ 



 

 

パラスポーツ体験 

・ストラックアウト 

・バッコ－ 

・ボッチャ 

車いす体験 

セラピードック体験・読書犬体験 

知的障がい体験 

出店 

・たかはら学園 

・ワーカーズコープ 

・さらさ 

・テトテ 

・COCOCOLOR 

各福祉事業所による作品展示・紹介 

たかはら学園による和太鼓演奏 

矢っちゃれ隊によるよさこい演舞 

来場されたみんなで作るシールアート 

 丸シールを貼って、みんなで大きな

木のアートを作ってみませんか。 

 

来場された方へすてきな記念品を

用意しています。 

矢板市地域自立支援協議会とは 

 矢板市の障がい者等への相談支援事業や地域の障がい福祉に関することを

話し合う協議会です。協議会のメンバーは地域の保健・医療・福祉関係者や教

育・雇用関係者、障がい福祉関係団体、地域住民代表、障がい福祉サービス事

業者、法曹関係者などです。 



様式第 2号 

記者発表資料 
                   

  令和７年 11月 14日（金）発表・提供 

件  名 矢板市防災協力事業所登録制度について 

（説明文） 

 災害時等において行政区等が行う防災活動に協力していただく事業所の登録制

度として、「矢板市防災協力事業所登録制度」を創設します。 

 

１ 目的（趣旨） 

事業所も地域の一員として、災害が発生した直後から出来る範囲内で防災活動

に協力していただくことを目的とします。 

  

２ 制度開始日 

  令和７年 12月１日（月）から 

 

３ 内容 

登録内容は、人材や物品の協力、避難所施設の提供など、事業所等がボランテ

ィアとして、無償で協力出来る内容を登録していただきます。主な内容は以下の

とおりとなります。 

⑴ 人材協力 

⑵ 物品協力 

⑶ 避難所施設等の提供 

⑷ 資機材等に関する支援 

⑸ その他防災上必要な協力・支援 

 

 

 

※提供資料の有無：有（別添のとおり）・無 

担 当 課 ・ 担 当 名 生活環境課 企画・危機対策担当 

電  話  番  号 0287-43-1114 内線電話番号 2111 

 



矢板市生活環境課企画・危機対策担当

電話番号：0287-43-1114

災害時等において、企業やNPO法人等が保有する防災能力や資源を

市民の方に提供いただく等、地域の救援活動に協力する意思のある

事業所を市が登録・公表することで、市、事業所、地域が連携した

防災協力体制の強化を図り、災害に強いまちづくりを推進するため

新設された制度です。

↓ホームページ

NPO

仮



様式第 2号 

記者発表資料 

                   

  令和７年 11月 14日（金）発表・提供 

件  名 「災害時炊き出しセット」寄贈式について 

（説明文） 

栃木県ＬＰガス協会から、矢板市へ「災害時炊き出しセット」が寄贈されること

となり、寄贈式を開催します。 

  

１ 目的（趣旨） 

栃木県ＬＰガス協会からの寄贈を受けることと、「災害時炊き出しセット」の

お披露目のため、寄贈式を開催し、市民への周知を行います。 

 

２ 実施日 

  令和７年 11月 15日（土）９時～ 

 ※ 子ども未来館の「防災まつり」開会式に合わせて実施します。 

  

３ 内容 

  矢板市と栃木県ＬＰガス協会は、令和７年１月に「矢板市と栃木県ＬＰガス協

会矢板支部との包括的連携に関する協定」を締結し、災害を始めとする連携を図

ることとしました。 

  今回、協定締結をした栃木県ＬＰガス協会から、「災害時炊き出しセット」寄

贈の申し出があり、今回の寄贈式となりました。矢板市といたしましては、災害

時での活用を始め、防災訓練や他のイベントでも、「災害時炊き出しセット」を

活用させていただく予定です。 

  今回の寄贈式は、子ども未来館の防災まつり開会式に実施され、式典終了後は、

早速、炊き出しセットを使用して、来場者にカレーライスを振舞う予定です。 

 

※提供資料の有無：有（別添のとおり）・無 

担 当 課 ・ 担 当 名 生活環境課 企画・危機対策担当 

電  話  番  号 0287-43-1114 内線電話番号 2111 

 



様式第 2 号 

記者発表資料 

                   

  ２０２５年１１月１４日（木）発表・提供 

件  名 矢板市地域おこし協力隊（林業振興）員の着任について 

（説明文） 

 矢板市内の森林の整備と保全及び木製品のテストマーケティング等を進めてい

ただく矢板市地域おこし協力隊員 髙柳雅子さんが着任しましたので、お知らせし

ます。 

 

１ 着任日 

 令和７年 11 月１日（土）～ 

 

２ 居住地 

 矢板市鹿島町 14-5 鹿島コーポ 202 号 

 

３ 自己紹介 

 添付資料のとおり 

 

４ その他 

 木製品（小物）のテストマーケティング等を通じて、利用者を増やしていく取組

を実践していただきます。 

 

 

 

 

担 当 課 ・ 担 当 名 農林課林政推進室 

電  話  番  号 0287-43-6210 内線電話番号 4131 

 



  令和7年度  矢板市地域おこし協力隊 （林業振興） 

  たかやなぎ まさこ

 髙 柳  雅 子

  前住所 埼玉県所沢市

  着任 令和7年11月１日

   経歴

 私立文京学園女子高等学校 卒業

 エステ業務や化粧品販売、美容アドバイス、保育補助等に従事。

 能力開発として、調理師免許、鍼灸師免許取得

         認定エステティシャン、アロマテラピーアドバイザー

         アロマテラピーインストラクター

 今後の展望

 （地域おこし協力隊として）

 ・矢板の森林環境、林業状況を知り、貢献できることに努める

 ・子ども向けの森林教室等の企画・実施

 （個人として）

 ・ヒノキの木材や精油を使ったアロマテラピー教室の開催

 ・木製品のPR



記者発表資料 

令和７年 11月 14日（金）発表・提供 

件  名 「矢板駅前イルミネーション」の実施について 

駅前をイルミネーションで彩り、市のイメージアップと活性化につなげます。 

1. 矢板駅前イルミネーション

①日時  令和７年 11月 28日（金）から令和８年２月１日（日） 

17：00～23：30（初日のみ、点灯式後～23：30） 

②場所  ＪＲ矢板駅西口広場 

③内容  高さ約 15メートルのヒマラヤスギを中心に、約２万球のＬＥＤが  

華やかに灯ります。 

2. 矢板駅前イルミネーション点灯式

①日時  令和７年 11月 28日（金）17：30～ 

②場所  ＪＲ矢板駅西口広場 

③内容    すみれ幼稚園児によるハンドベル演奏などが行われます。 

④出席者 矢板市長、一般社団法人矢板市観光協会会長 他

⑤主催・問い合わせ 一般社団法人矢板市観光協会

℡0287-47-4252（月曜定休） 

※駐車場は、矢板駅前市営駐車場を利用（最初の 30分間無料）

※提供資料の有無：有（別添のとおり）・無 

担当課・グループ 一般社団法人矢板市観光協会 

電  話  番  号 0287-47-4252 内線電話番号 



記者発表資料（案） 

                    令和７年 11 月 14 日（金）提供 

件  名 片岡駅前イルミネーション点灯式の開催について 

子どもも大人もみんなが楽しめる、片岡駅前イルミネーション点灯式を開催いた

します。片岡駅前西口がミニマルシェ広場になり、片岡地域の子供たちがイベント

を実施します。 

１ 日時  令和７年 12 月６日（土）16：00～20：00 

２ 場所  片岡駅西口 ロータリー周辺 

３ 主催  ＫＡＴＡＯＫＡ ＢＡＳＥ 

 会長 漆原邦和（Omuche OUTDOR ＆ SPORTS CLUB） 

４ 内容  16：00  開催 

16：45  開会式 

      主催者挨拶（KATAOKABASE 漆原会長） 

            来賓挨拶（矢板市副市長） 

            来賓紹介 

17：00  点灯（点灯宣言） 

            片岡保育園園児による合唱 

            じゃんけん大会 

            キッズダンス、チアダンス発表会 

            DJ による音楽を提供 

20：00  閉会宣言 

５ 飲食店   KATAOKABASE による飲食ブース 

アルコール類、ソフトドリンク、かけうどん、おでんなど 

６ 点灯期間  令和７年 12 月６日（土）～令和８年 2 月 14 日（土） 

  及び時間  17：00～23：30 

７ 添付資料  チラシ（A４版 1 枚） 

担 当 課 ・ 担 当 名 ＫＡＴＡＯＫＡ ＢＡＳＥ 

電  話  番  号 090-1816-5320 内線電話番号  

 



様式第 6 号  

記者発表資料 

 

令和７年１１月１４日（金）発表・提供 

件 名 矢板市立図書館１１・１２月イベントについて 

(説明文) 

矢板市立図書館主催のイベントをお知らせいたします。 

１ 映画会「ある閉ざされた雪の山荘で」 

若き役者７人に届いた、４日間で行われる最終オーディションの招待状。 

【大雪で閉ざされた山荘】という架空のシチュエーションで連続殺人事件

が…。果たしてこれは演技か、事件か。 

○日 時 １１月２２日（土）１４：００～１５：５０（１３：３０開場） 

○場 所 ２階 視聴覚室 

○ 原 作 東野圭吾 

○出 演 重岡大毅・間宮祥太朗・中条あやみ・岡山天音 

 

２ 「ローディ先生の英語の絵本の読み聞かせ～英語にふれてみよう Enjoy 

English Day＃５～」 

英語の絵本の読み聞かせ第５弾！今回はビッグブックを使っておはなし会を

します。みんなの知っている絵本が大きくなって、ローディ先生が英語でおは

なししてくれます♪スイーツと絵本グッズの販売もありますので、詳しくはホ

ームページ・インスタグラムをご確認ください。 

○日 時 １１月２９日(土) １０：３０～１１：３０ 

○場 所 ２階 視聴覚室 

○対 象 どなたでも ※申込不要 

 

３ クリスマス工作会「手作り絵本を作ろう」 

開くと飛び出す素敵なクリスマスカードを作ります。カラフルに彩ろう♪ 

○日 時 １２月７日(日) １０：００～１２：００ 

○場 所 ２階 視聴覚室 



○定 員 ６組程度（先着順）

○協 力 手づくり絵本の会

○申 込 図書館カウンターまたはお電話でお申込みください

○持ち物 ハサミ、のり、彩色道具（色鉛筆、クーピーなど）、飾り用のシー

ル、マスキングテープ等

※小学３年生以下の参加は保護者同伴

４ 「えほんひろば＆赤ちゃんのじかんクリスマス会」 

赤ちゃんのじかんがクリスマス仕様に大変身♪おはなしを聞いた後は、サンタ

さんからプレゼントがあるかも…？！ 

○日 時 １２月９日(火)１０：００～１２：００

○場 所 絵本のおへや

担  当  課  ・  担  当  名  矢板市立図書館 

電 話 番 号 0287-43-5661 
内線電

話番号 






